
1

第１１回第１１回 嶺南地域流域検討会嶺南地域流域検討会

～笙の川水系の現状と目指すべき方向性について～～笙の川水系の現状と目指すべき方向性について～

平成１７年１２月２０日平成１７年１２月２０日
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目目 次次

１．笙の川水系の現状１．笙の川水系の現状
①①流域の概要流域の概要 ②②河川の概要河川の概要

＜第９回＜第９回 嶺南地域流域検討会の内容＞嶺南地域流域検討会の内容＞

○○ 目指すべき方向性（治水、利水、環境）目指すべき方向性（治水、利水、環境）
○○ 笙の川水系における笙の川水系における治水治水に関する基本事項に関する基本事項
○○ 治水治水に関する当面の対応に関する当面の対応

＜今回の内容＞＜今回の内容＞

★★ 今回は治水に関する事項を中心に報告今回は治水に関する事項を中心に報告
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目指すべき方向性目指すべき方向性

（（ 治治 水水 ））
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◇◇ 治水に関する現状治水に関する現状 1/3 1/3 （前回の抜粋）（前回の抜粋）
◆◆ 流域には、県庁所在地の福井市に次ぐ行政・経済の中心都市で流域には、県庁所在地の福井市に次ぐ行政・経済の中心都市で

ある敦賀市の市街地が広がっており、万一、破堤が発生した場合、ある敦賀市の市街地が広がっており、万一、破堤が発生した場合、
甚大な被害が甚大な被害が
予想される。予想される。

平成平成1212年撮影航空写真年撮影航空写真

（敦賀市提供）（敦賀市提供）
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◇◇ 治水に関する現状治水に関する現状 2/32/3
◆◆ 笙の川や木の芽川では、洪水時の水位が市街地の地盤高より高い笙の川や木の芽川では、洪水時の水位が市街地の地盤高より高い

ため、破堤時には大規模な氾濫になる。ため、破堤時には大規模な氾濫になる。

▽▽洪水時の水位洪水時の水位

▽▽洪水時の水位洪水時の水位

笙
の
川

笙
の
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木の芽川
木の芽川

JRJR橋梁橋梁
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◇◇ 治水に関する現状治水に関する現状 3/3 3/3 （前回の抜粋）（前回の抜粋）
◆◆ 平成１０年９月洪水では、笙の川の河川水位が堤防高に迫るなど、平成１０年９月洪水では、笙の川の河川水位が堤防高に迫るなど、

いまだ十分な安全が確保されていない。いまだ十分な安全が確保されていない。

▲▲ 笙の川呉竹地点において、観測史上最高水位を記録した笙の川呉竹地点において、観測史上最高水位を記録した

H.10.9H.10.9洪水（台風洪水（台風77号）号）

来迎寺橋来迎寺橋
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◇◇ 治治 水水

＜現況＞＜現況＞
◆◆ 流域には、県庁所在地の福井市に次ぐ行政・経済の中心都市で流域には、県庁所在地の福井市に次ぐ行政・経済の中心都市でああ

るる敦賀市の市街地が広がっており、万一、破堤が発生した場合、敦賀市の市街地が広がっており、万一、破堤が発生した場合、
甚大な被害が予想される。甚大な被害が予想される。

◆◆ 笙の川や木の芽川では、洪水時の水位が市街地の地盤高より高い笙の川や木の芽川では、洪水時の水位が市街地の地盤高より高い
ため、破堤時には大規模な氾濫になる。ため、破堤時には大規模な氾濫になる。

◆◆ 平成１０年９月洪水では、笙の川の河川水位が堤防高に迫るなど、平成１０年９月洪水では、笙の川の河川水位が堤防高に迫るなど、
いまだ十分な安全が確保されていない。いまだ十分な安全が確保されていない。

＜目指すべき方向性（案）＞＜目指すべき方向性（案）＞
★★ 笙の川水系の治水安全度の向上を図る。笙の川水系の治水安全度の向上を図る。
★★ 整備目標を超える洪水に対しても被害の軽減を図る。整備目標を超える洪水に対しても被害の軽減を図る。

（災害関連情報の提供、水防体制の維持と強化等）（災害関連情報の提供、水防体制の維持と強化等）
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目指すべき方向性目指すべき方向性

（（ 利利 水水 ））
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◇◇ 利水に関する現状利水に関する現状 1/2 1/2 （前回の抜粋）（前回の抜粋）
◆◆ 笙の川水系の水利用は、農業用水と発電に利用されている。笙の川水系の水利用は、農業用水と発電に利用されている。

河川名河川名 最大取水量最大取水量
（（mm33/s/s））

かんがいかんがい
面積（面積（haha））

笙の川笙の川 1.195 1.195 (0.211)(0.211) 240  (29)240  (29)

木の芽川木の芽川 0.706 (0.628)0.706 (0.628) 101101 (96)(96)

助高川助高川 3.362 (3.362)3.362 (3.362) 268 (268)268 (268)

黒河川黒河川 1.588 (0.100)1.588 (0.100) 245245 (18)(18)

五位川五位川 0.210 (0.210)0.210 (0.210) 2424 (24)(24)

合合 計計 7.061 (4.511)7.061 (4.511) 878 (435)878 (435)

■■ 水利権の状況（農水）水利権の状況（農水）

出典：平成出典：平成1313年度農業水利基本調査年度農業水利基本調査
農村整備課農村整備課

■■ 水利権の状況（発電）水利権の状況（発電）

河川名河川名 最大取水量最大取水量
（（mm33/s/s））

笙の川笙の川 1.9481.948

注）（注）（ ）内は慣行分）内は慣行分

三島頭首工三島頭首工

道の口頭首工道の口頭首工
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◇◇ 利水に関する現状利水に関する現状 2/22/2

◆◆ 水道用水や工業用水は、地下水に依存しているが、現水道用水や工業用水は、地下水に依存しているが、現
在までに地盤沈下等の問題は生じていない。在までに地盤沈下等の問題は生じていない。

◆◆ 笙の川水系において、過去、大きな渇水被害は発生し笙の川水系において、過去、大きな渇水被害は発生し
ていない。ていない。
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◇◇ 利利 水水

＜現況＞＜現況＞
◆◆ 笙の川水系の水利用は、農業用水と発電に利用されている。笙の川水系の水利用は、農業用水と発電に利用されている。
◆◆ 水道用水や工業用水は、地下水に依存しているが、現在までに地水道用水や工業用水は、地下水に依存しているが、現在までに地

盤沈下等の問題は生じていない。盤沈下等の問題は生じていない。
◆◆ 笙の川水系において、過去、大きな渇水被害は発生していない。笙の川水系において、過去、大きな渇水被害は発生していない。

＜目指すべき方向性（案）＞＜目指すべき方向性（案）＞
★★ 今後とも適正な水利用ができるよう、水管理に努める今後とも適正な水利用ができるよう、水管理に努める。。
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目指すべき方向性目指すべき方向性

（（ 環環 境境 ））
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◇◇ 環境に関する現状環境に関する現状 1/4 1/4 （前回の抜粋）（前回の抜粋）
◆◆ 笙の川流域には、池河内湿原、中池見湿地及びブナ林などのすぐ笙の川流域には、池河内湿原、中池見湿地及びブナ林などのすぐ

れたれた自然環境が点在している。自然環境が点在している。

名称名称 重要度重要度

①① 池河内の盆谷、阿原ヶ池・湿原池河内の盆谷、阿原ヶ池・湿原 AA

②② 池河内湿原の植生池河内湿原の植生 AA

③③ 気比の松原気比の松原 AA

⑤⑤ 岩篭山のブナ林岩篭山のブナ林 BB

④④ 中池見の湿生植物群落中池見の湿生植物群落 AA

⑥⑥ 野坂岳のブナ林野坂岳のブナ林 BB

⑦⑦ 黒河の湿原植生黒河の湿原植生 BB

⑧⑧ 刀根の石灰岩刀根の石灰岩 BB

⑨⑨ 金ヶ崎城跡の石灰岩と地形金ヶ崎城跡の石灰岩と地形 BB

⑩⑩ 金ヶ崎城跡のスダジイ林金ヶ崎城跡のスダジイ林 BB

⑪⑪ 鉢伏山の花崗岩と元比田礫岩鉢伏山の花崗岩と元比田礫岩 BB

⑫⑫ 秋葉山のスダジイ林秋葉山のスダジイ林 BB

⑬⑬ 中池見盆地中池見盆地 BB

A A ：： 全国レベルで重要、または県レベルで全国レベルで重要、または県レベルで
特に重要なもの特に重要なもの

B B ：： 県レベルで重要なもの県レベルで重要なもの

出典「福井県のすぐれた自然（動物編、植物編、地形地質編）」（出典「福井県のすぐれた自然（動物編、植物編、地形地質編）」（19991999年年 福井県自然環境保全調査研究会監修福井県自然環境保全調査研究会監修 福井県発行）福井県発行）

1 2

3

4

5
6

7

8

9 10

11

12
13



14

◇◇ 環境に関する現状環境に関する現状 2/4 2/4 （前回の抜粋）（前回の抜粋）
◆◆ 笙の川水系の各河川には、多くの貴重な動植物が生息している。笙の川水系の各河川には、多くの貴重な動植物が生息している。

シロウオシロウオ
県域準絶滅危惧県域準絶滅危惧

カマキリカマキリ
県域絶滅危惧県域絶滅危惧ⅡⅡ類類

サケサケ
県域準絶滅危惧県域準絶滅危惧

カワウカワウ
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◇◇ 環境に関する現状環境に関する現状 3/4 3/4 （前回の抜粋）（前回の抜粋）
◆◆ 河川の水質は、下水道の整備等により近年改善の傾向にある。河川の水質は、下水道の整備等により近年改善の傾向にある。

敦 賀 港

笙
の

川

五
位

川

黒
河

川

木 の 芽 川

助
高

川

深
川

二
夜
の

川

④ ① ②

③

出典：福井県環境白書出典：福井県環境白書

環境基準値 2mg/l以下

環境基準値 2mg/l以下

環境基準値 3mg/l以下

環境基準値 5mg/l以下

Ａ類型

Ａ類型

Ｂ類型

Ｃ類型

①

④

②

③

（ＢＯＤの経年変化）（ＢＯＤの経年変化）
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◇◇ 環境に関する現状環境に関する現状 4/4 4/4 （前回の抜粋）（前回の抜粋）
◆◆ アユ・アマゴ等の放流が行われ、渓流釣り等のレジャーに利用さアユ・アマゴ等の放流が行われ、渓流釣り等のレジャーに利用さ

れている。れている。

出典：敦賀河川漁業協同組合出典：敦賀河川漁業協同組合WebPageWebPage

■■ 漁業権公布範囲漁業権公布範囲
・・笙の川全域笙の川全域

■■ 対象魚種対象魚種
・アユ、アマゴ、イワナ、ヤマメ・アユ、アマゴ、イワナ、ヤマメ

敦賀河川漁業協同組合敦賀河川漁業協同組合

イサザ漁イサザ漁

松原橋～中央橋周辺

時期：３月下旬～４月末時期：３月下旬～４月末
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◇◇ 環環 境境

＜現況＞＜現況＞
◆◆ 笙の川流域には、池河内湿原、中池見湿地及びブナ林などのすぐ笙の川流域には、池河内湿原、中池見湿地及びブナ林などのすぐ

れたれた自然環境が点在している。自然環境が点在している。
◆◆ 笙の川水系の各河川には、多くの貴重な動植物が生息している。笙の川水系の各河川には、多くの貴重な動植物が生息している。
◆◆ 河川の水質は、下水道の整備等により近年改善の傾向にある。河川の水質は、下水道の整備等により近年改善の傾向にある。
◆◆ アユ・アマゴ等の放流が行われ、渓流釣り等のレジャーに利用さアユ・アマゴ等の放流が行われ、渓流釣り等のレジャーに利用さ

れている。れている。

＜目指すべき方向性（案）＞＜目指すべき方向性（案）＞
★★ 現在の良好な河川環境を維持し、生物の生息環境の保現在の良好な河川環境を維持し、生物の生息環境の保

全に努める。全に努める。
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笙の川水系における笙の川水系における

治水に関する基本事項治水に関する基本事項
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■■ 笙の川水系の治水に関する基本事項笙の川水系の治水に関する基本事項

(4) (4) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

(3) (3) 治水手法の検討治水手法の検討

(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定

(1) (1) 計画規模の設定計画規模の設定
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■■ 福井県ルールによる評価福井県ルールによる評価
(1)(1)計画規模の設定計画規模の設定

（福井県内河川の計画規模算定の目安表）（福井県内河川の計画規模算定の目安表）
計画規模 単位 1/10 1/30 1/50 1/80 1/100

流域面積 km2 5未満 5～50 50～100 100～200 200以上

氾濫面積 ha 100未満 100～1,000 1,000～3,000 3,000～5,000 5,000以上

同上資産 億円 100未満 100～500 500～1,000 1,000～5,000 5,000以上

同上密度 億円/ha ２未満 ２～５ ５～10 10～20 20以上

河川形態 － 山間地・掘込
山間地・築堤
田園・掘込

田園・築堤
市街地・掘込

田園市
街地・築堤

市街地・築堤

評価指標 笙の川 指標による計画規模 総合評価

流域面積 k㎡ 163 80

氾濫面積 ha 1,100 50

同上密度 億円/ha 6 50
1/100同上資産 億円 6,700 100

河川形態 ―
市街地

築堤
100

○笙の川水系の計画規模の評価（福井県ルール）
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■■ 笙の川水系の治水に関する基本事項笙の川水系の治水に関する基本事項

(4) (4) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

(3) (3) 治水手法の検討治水手法の検討

(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定

(1) (1) 計画規模の設定計画規模の設定
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(2)(2)基本高水の設定基本高水の設定

④④ 基本高水の設定基本高水の設定

③③ 流量への変換流量への変換
（洪水流出モデルの検証）（洪水流出モデルの検証）

②② 計画雨量の設定計画雨量の設定

①① 流出解析手法の選定流出解析手法の選定
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地表面への浸透、時間雨量変化等を考慮するモデル

①① 流出解析手法の選定流出解析手法の選定
(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定

（選定理由）（選定理由）
・全国的に広く適用されている・全国的に広く適用されている
・近傍流域での採用例が多い（佐分利川，早瀬川等）・近傍流域での採用例が多い（佐分利川，早瀬川等）
・山地が卓越する流域での適合度がよい・山地が卓越する流域での適合度がよい
・同手法の適用範囲（・同手法の適用範囲（1010～～1,000km1,000km22）に該当する）に該当する

・水文資料があり、定数検証が可能・水文資料があり、定数検証が可能

貯留関数法を採用貯留関数法を採用

 

貯流量 

S 
流量 Q 

 

表面流出 

地下浸透 

表面流出 

飽和状態 

飽和雨量まで一部損失 
有効雨量

貯留関数法 
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②② 計画雨量の設定計画雨量の設定

計画雨量の設定計画雨量の設定
計画降雨量計画降雨量 220mm/220mm/日日

(1/100(1/100年）年）

統計解析統計解析

雨量データ雨量データ（毎年の最大値）（毎年の最大値）

(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定
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■■ 計画雨量と実績雨量の比較計画雨量と実績雨量の比較
(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定
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年最大日雨量計画雨量 220mm/日

S40.9洪水
208mm/日

S34.8洪水
179mm/日

H10.9洪水
132mm/日

※※実績雨量：笙の川流域平均日雨量実績雨量：笙の川流域平均日雨量 （（M.31M.31～～H.15H.15，ｎ＝，ｎ＝106106））



26

■■ 計画降雨群の設定計画降雨群の設定

No.No. 洪水名洪水名 実績雨量実績雨量 No.No. 洪水名洪水名 実績雨量実績雨量

S45.6S45.6洪水洪水

（梅雨前線）（梅雨前線）

99mm/99mm/日日

164mm/164mm/日日

126mm/126mm/日日

116mm/116mm/日日

156mm/156mm/日日

S47.7S47.7洪水洪水

（梅雨前線）（梅雨前線）

S49.8S49.8洪水洪水

（台風（台風1414号）号）

S51.9S51.9洪水洪水

（台風（台風1717号）号）

S57.8S57.8洪水洪水

（台風（台風1010号）号）

66

77

88

99

1010

No.No. 洪水名洪水名 実績雨量実績雨量

11 S34.8S34.8洪水洪水

（台風（台風 77号）号）

179mm/179mm/日日 1111 S60.12S60.12洪水洪水

（低気圧）（低気圧）

95mm/95mm/日日

22 S35.8S35.8洪水洪水

（台風（台風1616号）号）

182mm/182mm/日日 1212 H7.5H7.5洪水洪水

（低気圧）（低気圧）

111mm/111mm/日日

33 S36.10S36.10洪水洪水

（台風（台風2626号）号）

168mm/168mm/日日 1313 H11.8H11.8洪水洪水

（低気圧）（低気圧）

123mm/123mm/日日

44 S37.6S37.6洪水洪水

（梅雨前線）（梅雨前線）

95mm/95mm/日日 1414 H13.8H13.8洪水洪水

（台風（台風1111号）号）

132mm/132mm/日日

55 S40.9S40.9洪水洪水

（台風（台風2424号）号）

208mm/208mm/日日 1515 H15.8H15.8洪水洪水

（台風（台風1010号）号）

108mm/108mm/日日

（過去の主な洪水）（過去の主な洪水） 流域内で時間雨量が観測される流域内で時間雨量が観測されるS27S27以降を対象以降を対象

(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定

計画降雨量計画降雨量 220mm/220mm/日に引伸し日に引伸し
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■■ 計画雨量への引伸し例計画雨量への引伸し例
(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定

実績降雨波形を計画雨量へ引伸し実績降雨波形を計画雨量へ引伸し

計画降雨継続時間：計画降雨継続時間：11日日

8/13 8/148/12

雨
量

（m
m

）

S34.8S34.8洪水型洪水型
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③③ 流量への変換流量への変換 （洪水流出モデルの検証）（洪水流出モデルの検証）

H10.9H10.9洪水洪水

(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定

洪水流出モデルの再現結果（呉竹地点）洪水流出モデルの再現結果（呉竹地点）
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④④ 基本高水の設定基本高水の設定

ＱＱpp≒≒1,200m1,200m33/s/s

呉竹地点呉竹地点 （（S34.8S34.8洪水型洪水型××1.2291.229））

(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定
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■■ 笙の川水系の治水に関する基本事項笙の川水系の治水に関する基本事項

(4) (4) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

(3) (3) 治水手法の検討治水手法の検討

(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定

(1) (1) 計画規模の設定計画規模の設定
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①① 現況流下能力現況流下能力 （（1/21/2））

右右

岸岸

左左

岸岸

木の芽川合流

助高川合流呉竹（基準点）

野神堰

三島堰

黒河川合流

小河川合流堂新橋 鳩原橋

松原橋

基本高水流量（基本高水流量（1/1001/100年）年）

余裕高

流下能力流下能力

(3) (3) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

（笙の川）（笙の川）

0.0k 1.0k 2.0k 3.0k 4.0k 5.0k 6.0k
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右右

岸岸

左左

岸岸

右右

岸岸

左左

岸岸

①① 現況流下能力現況流下能力 （（2/22/2））

JR木の芽川橋梁
小松橋

深川合流
国道8号バイパス

北陸自動車道

西谷川合流

和久野橋
JR小浜線

（木の芽川）（木の芽川） （黒河川）（黒河川）

基本高水流量（基本高水流量（1/1001/100年）年）

余裕高

流下能力流下能力

(3) (3) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

0.0k 1.0k 2.0k 3.0k 0.0k 1.0k
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②② 治水手法の選定治水手法の選定
(3) (3) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

ダム案ダム案

遊水池案遊水池案

放水路案放水路案

河道改修のみ河道改修のみ

洪水調節施設洪水調節施設

基本高水基本高水

河道改修河道改修 ＋＋
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■■ ダム案＋河道改修ダム案＋河道改修

笙笙 のの 川川

助高川

五五 位位 川川

木木 のの 芽芽 川川

黒黒 河河 川川

笙笙 のの 川川

笙笙 のの 川川

ダムダム

敦賀断層

敦賀断層

断層（確実度断層（確実度ⅠⅠ））
断層（確実度断層（確実度ⅡⅡ））
断層（確実度断層（確実度ⅢⅢ））
衝上断層衝上断層

・環境への影響大・環境への影響大
・断層があり、建設困難・断層があり、建設困難

(3) (3) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定
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■■ 遊水池案＋河道改修遊水池案＋河道改修
(3) (3) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

笙笙 のの 川川

助高川

五五 位位 川川

木木 のの 芽芽 川川

黒黒 河河 川川

笙笙 のの 川川

笙笙 のの 川川

遊水池遊水池

・治水効果が小・治水効果が小

敦賀駅敦賀駅
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■■ 放水路案＋河道改修放水路案＋河道改修
(3) (3) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

笙笙 のの 川川

助高川

五五 位位 川川

木木 のの 芽芽 川川

黒黒 河河 川川

笙笙 のの 川川

笙笙 のの 川川

断層（確実度断層（確実度ⅠⅠ））
断層（確実度断層（確実度ⅡⅡ））
断層（確実度断層（確実度ⅢⅢ））
衝上断層衝上断層

・トンネル内の維持管理・トンネル内の維持管理
・海域への影響大・海域への影響大
・断層があり、建設困難・断層があり、建設困難

放水路放水路

▽

木の芽川

敦賀湾

国道国道88号号

中池見湿原
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■■ 代替案の比較代替案の比較

★★ 河道改修単独案が総合的に最も妥当河道改修単独案が総合的に最も妥当

(3) (3) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

評価項目評価項目 河道改修のみ河道改修のみ
ダム案ダム案

＋河道改修＋河道改修

遊水池案遊水池案

＋河道改修＋河道改修

放水路案放水路案

＋河道改修＋河道改修

事業の実現性事業の実現性

（建設上の問題）（建設上の問題）

○○市街地で引堤を市街地で引堤を

要す要す

○○断層があり建設断層があり建設

困難困難

○○遊水池の治水効遊水池の治水効

果が小さいため、果が小さいため、

遊水池を建設し遊水池を建設し

てもても市街地で引市街地で引

堤を要す堤を要す

○○断層があり建設断層があり建設

困難困難

自然環境への影響自然環境への影響 ○○他案に比べ小さ他案に比べ小さ

い（但し、河川い（但し、河川

環境に配慮した環境に配慮した

河川整備の実施河川整備の実施

が前提）が前提）

○○河川の縦断的な河川の縦断的な

連続性を遮断連続性を遮断

○○ダム貯水池周辺ダム貯水池周辺

の自然環境が大の自然環境が大

きく改変するきく改変する

○○現地形の利用に現地形の利用に

より、環境へのより、環境への

影響を軽減でき影響を軽減でき

るる

○○大量の土砂排出大量の土砂排出

のため、海域環のため、海域環

境への影響が大境への影響が大

きいきい

事業費事業費 小小 大大 中中 中中

総合評価総合評価 ○○ ×× △△ ××
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■■ 笙の川水系の治水に関する基本事項笙の川水系の治水に関する基本事項

(4) (4) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

(3) (3) 治水手法の検討治水手法の検討

(2) (2) 基本高水の設定基本高水の設定

(1) (1) 計画規模の設定計画規模の設定
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■■ 計画高水流量（計画高水流量（1/1001/100年）年）
(4) (4) 計画高水流量の設定計画高水流量の設定

■■

呉
竹
呉
竹

1,2001,200

木の芽川木の芽川

助高川助高川 黒河川黒河川 五位川五位川

笙笙 のの 川川

（単位：（単位：mm33/s/s））

敦敦

賀賀

港港

★★ 基本高水の全量を河道で分担基本高水の全量を河道で分担

笙の川計画高水流量配分図笙の川計画高水流量配分図 （（1/1001/100年）年）
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治水に関する当面の対応治水に関する当面の対応
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①① 河川整備の必要性河川整備の必要性

★★ 計画的に河川整備を推進計画的に河川整備を推進

■■ 氾濫区域に家屋が集中氾濫区域に家屋が集中

想定氾濫区域内に想定氾濫区域内に
約約11万戸の家屋が集中万戸の家屋が集中

S38S38年年 H13H13年年

破堤が起こると破堤が起こると
甚大な被害が発生！甚大な被害が発生！
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②② 河川整備の当面の目標河川整備の当面の目標

○○市街地で連続した大規模な引堤が必要市街地で連続した大規模な引堤が必要
○○百数軒に及ぶ家屋移転が発生百数軒に及ぶ家屋移転が発生

基本方針の計画規模である基本方針の計画規模である1/1001/100年の降雨に対応年の降雨に対応

事業の実現には、膨大な費用と地域の理解が必要事業の実現には、膨大な費用と地域の理解が必要

概ね概ね2020～～3030年間の当面の目標を定める年間の当面の目標を定める
河川整備計画での実現は困難河川整備計画での実現は困難

○○現況の川幅を最大に利用して対応できる現況の川幅を最大に利用して対応できる
規模の整備を目指す規模の整備を目指す

河川整備計画では・・・河川整備計画では・・・
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■■ おわりにおわりに

★★ 利水・環境については、現在検討中利水・環境については、現在検討中

★★ 次回、利水・環境の検討結果を整理し、次回、利水・環境の検討結果を整理し、
河川整備計画の具体的な内容について河川整備計画の具体的な内容について
報告する予定報告する予定
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